20180805レムナント教会1部
ヨセフの人生総括（創世記45:4-5）
　数週間に渡って、ヨセフの人生がどうだったのかについて一緒に考えてまいりました。そこで私たちが気づくのは、普段、私たちが当たり前だと思っていたことが、まったくそうではないということでしょう。つまり、神様のみことばは、いままで私たちにとって当たり前で、かたくなになっていた部分に対して、真っ向からそれを砕いていくものなのだということです。それで今日は、いままでのヨセフの人生を考えながら、まったく違うのではないかという内容を少しまとめつつ、神様の恵みをいただきたいと願います。
　そういう意味で、自分の考え、こだわりなどが強い頑固な人の場合は、引っかかることが多いでしょう。なにかに引っかかることが多い人は、大体、こだわりも多く、自分の主張などが強い人の場合が多いです。しかもその自分の主張やこだわりに対して、自分なりの知識があり、それを根拠にしているのでなかなか難しいのです。しかし、先ほども申し上げましたように、神様のみことばを見てみると違うということになるので合いません。だから、自分の考え、自分の主張、こだわりなどから離れて神のみことばに戻ってきて、そこから改めなければいけないのではと思います。

　ヨセフの人生を通して、まず、私たちが当たり前だと思っていたのに、まったくそうではないというメッセージがなにかと言いますと、傷に対してです。傷というものはしょうがない、そうなるしかないと当たり前に思っていました。でも、ヨセフの生涯を通して、また、神のみことばに基づいて見たときに、傷というものは100％嘘で偽りなのです。私たちは、傷というものはしょうがないと思っていたのに違います。傷はどんなものであれ100％偽りです。それが事実に基づいてのものだとしても、傷として残っているものは100％嘘です。実は、傷というものは、事実に基づいているかのように思われるでしょうけれど、それは神様から離れて、神様がともにいらっしゃらないので、そこに付け込んで、悪魔、サタンがその出来事をもってその人に傷という作品を作っただけなのです。偽りの父と呼ばれている悪魔、サタンによる見事な作品なのです。なぜ傷という作品を作って私たちの心にそれを入れ込んでしまうのかと言いますと、そうすることによって一生その傷をもって悪魔の奴隷にすることができるからです。それなのに私たちは、家庭環境がどうだったので、こういう辛いことがあったから、このようにやられてしまったので…ということで傷を負って、なかなかその傷から自由にならないのです。

ということでヨセフの人生総括の中で、第1が何かというと、傷はどんなものでも、その傷に一切捕らわれる必要がないし、捕らわれてもいけないということです。傷に捕らわれていると、私たちは、条件付きというものに捕らわれるようになります。つまり、「あの時そうでなかったならば」「もし親がもう少し優しかったならば」「もしそのときに交通事故に遭ってなかったなら」「もしそのときにいじめがなかったならば」と「もし…ならば」とずっとそれに捕らわれます、それが奴隷です。その落とし穴みたいなものから、なかなか抜け出すことができません。それから、傷に捕らわれていると、必ず誰かのせい、なにかのせいにしてしまうのです。それでみっともない人間になるし、人生そのものが台無しになってしまいサタンの思うつぼです。だから、ヨセフの人生を通して、なにを総括しなければいけないかと言いますと、傷というものは、100％悪魔の偽りです。しかし、捕らわれる必要がないどころか、傷は感謝すべきなのです。傷になるしかなかったその辛い出来事に対して感謝しなければいけません。なぜかと言いますと、それを通して、何ものにも代えがたいいのち「イエス・キリストと出会うことができたからです。傷そのものに、また、傷になるしかなかった出来事自体に捕らわれていてはいけません。これが神様のみことばであり、いままで私たちが、そして、今現在も世の中では当たり前だと思っていることに対して砕く内容なのです。皆さんの心の中もこのように総括して整理してなければなります。
それからもうひとつ、その傷になるしかない家庭環境から、その後のヨセフの人生は苦難続きだったのです。苦難について、また、私たちは何かの知識に基づいてああだ、こうだと思っています。果たしてそうなのでしょうか。でも、ヨセフの人生を総括してみると、特に、信者の苦難というものは、神様が許されたものなのです。神の主権のもとで起きたことなのです。勝手に自分のレベルの中でつべこべ、ああだ、こうだと考えていてはいけません。私たちは、いままで苦難に対してどのように思って、どういう見方をしていたでしょうか。それが普通で当たり前でしょうけれども、ヨセフの人生を総括してみると違います。苦難は、神様が理由があるから許されたものなのです。

ですから、まず神様は、苦難を通して信者にとってその苦難では絶対に奪われることができない絶対祝福を思い出して、そこに実際に立つことを望んでいらっしゃいます。苦難以前に、その苦難より大きい絶対祝福を思い出して、その中に入ることを望まれ、その祝福の存在だからこそ、神様が私たち信者を通して成し遂げようとしていらっしゃる契約があるわけです。だから、どんな苦難があろうが止められない絶対契約を思い出して、それを固く握ること、それがまず苦難の中にある神様の御心なのです。苦難をどうするか以前に。でも、このように生活していないと、苦難そのものが辛いので、痛いので、それ自体がテーマになってしまうのです。違います。苦難というものは、絶対契約と絶対祝福を握ってその中に入るための神様の導きなのです。
そして、その絶対契約が分かったときに、苦難そのものがこれを邪魔することができないだけではなくて、苦難がこの神の契約を全うしていくための一つの方法なのです。だから、苦難を前にして、それを避けようとしたり、苦難とどうにかしようとして暴れたり、苦難の前で落胆したりすることは正解ではありません。苦難がなにか分かっていないから、そのような動きをするしかないのでしょう。いままではそれが当たり前でしたが、そうしないようにしましょう。なぜなら、苦難そのものは、神様の導きなのです。人間的に痛いし辛いかもしれませんが、絶対祝福があるので苦難に負けません。また、絶対契約があるので、この苦難は問題になりません。それどころか、この絶対契約を成し遂げていく方法として苦難が用いられているということが分かるので、それを認めて苦難に乗っていくようになるのです。それを神様を救い主としてだけではなく、人生の主人として迎えて認めるというわけです。私たちはいつも華やかな道を通して人生を歩きたいと思っているのでしょうが、もしも神様が華やかな道を通るのが契約を全うするための方法であればその道へと導かれるでしょう。でも、苦難のいばらの道を歩くことが契約を全うする方法であれば、私たちはどちらでも構いません。神の主権であり、神様の御心のままに、人間的な表現で言うと、神様、勝手に成してください。構いませんということです。なぜなら、絶対祝福の存在であり、絶対契約なので、それこそが全義なのです。だから、苦難そのものに対して、どうにかしようとしたり、苦難を避けたり、あるいは、苦難がやってきたので落胆して落ちこぼれるようなことは正解ではありません。パウロがいつも言っていたのは、キリストの栄光とともに苦難もともに味わうべきだということです。わざわざ苦難を探していくわけではありません。でも、パウロはそういう人間でした。絶対契約、契約以外にはテーマがないので、苦難の道が契約を全うするそのプロセスであれば、それが分かったときには、皆は止めるのにわざわざ苦難の道を入っていったのです。囚人として刑務所の中に入って、裁判に預かるその苦難の道へ自分で選んで行ったのです。私たちはそこまでのレベルにならなくても、苦難に対しての今まで当たり前だった見解を砕いていかないといけません。特に、信者の苦難は、神様の主権のもとで、神様が許されたものであり、契約を成し遂げられる方法の一つなのです。だから、苦難も感謝してください。初代教会の信徒の方々が、福音宣教の中で捕まって、ムチで打たれるようになりました。帰りに「このムチで打たれることを許されて感謝します」と言いました。それはこういう意味があります。私たちがこのように打たれても、そこでしっかり耐え、それを乗り越えられると神様が認められたのでこの苦難を許されたのでしょう。感謝します。と同時に、このように打たれることが神の願いを全うしていくひとつのプロセスであれば、十分、この苦難の道を歩きますということなのです。皆さんが生まれてから、世の流れというものの中でずっと生きてきたので、良いことは良いことという方程式しかありません。2部の礼拝で砕いて申し上げますが、苦難がやってくるとなぜなのかと、クリスチャンなのに、神の子どもなのに、なぜこういうことが起こるのかとなります。神の子どもだからそういうことがあるわけです。改めないといけません。これがヨセフの人生を総括する者です。ずいぶん、違うのではないでしょうか。

この神のみことばに対して、今朝もそういう話をしましたが、「なるほど」にならなければなりません。「なるほど」がいままで違っていたということでしょう。いままでは玄関のドアがPUSHになっていました。それが当たり前でした。だから、いつも押して出ていましたが、ある日から、知らないうちにそれが引っ張るPULLに変わったのです。いくら押しても開きません。それで見ると、PULLに変わっていました。そのとき、なるほどと思いました。「なるほど」というのは、そういうものなのです。神のみことばが皆さんの「なるほど」になるのは、いままで皆さんが当たり前に思っていたことが砕かれることなのです。「なるほど」なのに、ずっと押し続けるとおかしいでしょう。でも、信者がみことばを聞くときには、「なるほど」になっても、やるときにはまた押し続けるのです。それは「なるほど」ではありません。傷に対して当たり前だと思っていたことに対して、つまり、PUSHに対してPULLと言っているのではないでしょうか。違うと。苦難に対して皆さんがイメージしていることに、神のみことばは違うとおっしゃっているのです。そうすると、「なるほど」の次に「ならば」にならないといけません。PUSHではなくてPULLだね。なるほど、そうならば引っ張らなければいけないでしょう。適用しなければいけません。だから、神のみことばをなるほどとキャッチしようという心構えで聞くようにしましょう。なぜキャッチするのでしょうか。いままでの当たり前や自分の内側にある考え方や思いや主張や理論や知識などが全部砕かれて、それによって出来上がっているイメージや航路や何かなどを全部当てにしないで、新しくしなければいけないからです。適用してください。いままでどおりに押すのではなく、引っ張らなければいけません。なるほど、ヨセフの人生を総括してみると、苦難の次にヨセフは総理大臣になって人間的に成功を収めることになりました。その成功に対して、私たちはどのように思い、どういう見解を持っていたでしょうか。それに対して、神様は、成功は目標ではなくて、それに酔いつぶれて浮かれるようなものではなくて、成功は違う目標のための道具に過ぎないものだとおっしゃいます。これが「なるほど」にならないといけません。皆さんは、成功そのものが目標だったでしょう。だから、成功を収めると浮かれてしまい、そこの辿りつかない場合には、あくせく焦りを覚える、そういう感じではないでしょうか。それに対して、なるほど、成功とはそういうものなのか、特に、信者にとって成功というものは、そういうものなのかとならなければなりません。いままで成功に対して、成功のために構えていたすべてを修正しないといけません。これが「ならば」なのです。
そして、ヨセフの成功を通して神様がおっしゃっているのは、成功などに左右されないようにということです。もしも形が成功になったとしても、それに浮かれて酔いつぶれることがないようにしましょう。目標は、キリストなのです。死ぬにも生きるのにも、私を通してキリストがあがめられること、これが目標です。それなのに、成功そのものが目標になると、浮かれるか沈むかのどちらかなのです。道具です。表面的な成功がなくても、それぞれいま与えられているすべてのものをもって、目標が同じキリストであれば、キリストのために捧げることができるのではないでしょうか。そのような人が総理大臣になった時でも、その総理大臣がキリストのために捧げられる道具になるわけです。でも、残念ながら、クリスチャンの多くの人が、いまの流れにそのまま流れていて、成功が目標なのです。学校に行くのもよい大学に行こうとしているのも、才能を磨いていくのもすべて世の中で評価する、その成功を手に入れるためなのです。それが目標になっているというのは、裏返しますと、キリストの目標が消えてなくなったということになるでしょう。それを神様が望まれるわけではありません。皆さんが高い地位に、また、社会的に影響力のあるところに登りつめることを否定するつもりはありません。ただ最初から、しっかり総括してください。成功そのものが目標ではないのです。目標はキリストであり、成功はキリストのために捧げる献身のための道具なのです。それは成功に限られるものではなくて、すべてがそうでしょう。先ほども申し上げましたように、ピリピ1：20で言われているように、死ぬにも生きるにも、総理大臣になるために、王様になるために、お医者さんになるために、良い家庭を作るために、良い高級車のキャッチコピーではありません。死ぬにも生きるにもキリストがあがめられることのために、わたしにはなにが許されているのだろうか。こういう質問によって、それなりにつかむようになるでしょう。それを今回のWRC大会のメッセージでは、My dreamと言いました。私たちは、dreamとなると何か大きいものを想像してしまうでしょう。皆が大きいものになると、ちっぽけなものは誰がやるのでしょうか。別にちっぽけなものをやりなさいという意味ではありません。順番を正しくしないといけません。とにかく、成功に対しては、成功は目標ではありません。それが目標でなければ、目標はキリストのためであれば、私がキリストのためにとなれば、極端に申し上げて、ヨセフのような成功を収めることがなかったとしても何も問題ではないのではないでしょうか。キリストのために生きる人間であれば。でも、ご利益的な基準によってクリスチャンをいろいろ評価したり落胆したり浮かれたりしています。勉強をしても、そのような目標のために勉強をするとだいぶ疲れると思います。私たちの目標はキリストのために勉強するだけであって、成功のために勉強をするわけではありません。これがヨセフの人生の総括です。これが神のみことばです。

最後に私たちはヨセフの人生の中で、私たちが当たり前だと思っていることが、ヨセフには当たり前ではなくて、まったく違う道を歩みました。なぜヨセフにはこれができたのでしょうか。最後にそのことをまとめて、皆さんのものにして、それがもうすでに皆さんに届いているということをしっかりと感謝したいと思います。それをサミットの祝福と言います。ヨセフは、家庭の中でも刑務所の中でも総理大臣になったとしても、いつでもどんな時でも主がヨセフとともにおられる、その祝福を忘れずに、その祝福を常に優先に味わい、そのサミットのところにしっかり立っていたので、傷は嘘だと分かっていたし、苦難は神様の導きだということが分かっていて、苦難に飲まれずに、苦難に乗っていく格好いい人になっていたし、成功したからといって浮かれることなく、そのすべてがキリストのために捧げられる献身の人として人生を送ることができました。そのようなヨセフの人生を総括しながら、皆さんは最後に、サミットの祝福の上に、私もしっかり立とうと結論を出してください。サミットの祝福は、主がともにおられる、そこに私がとどまることなのです。主がともにおられるがゆえに、私はすでに十字架とともに死んで、わたしの中にキリストが生きていらっしゃるし、聖霊が内住して神の神殿と呼ばれる存在であるし、古いものは過ぎ去って、すべてが新しくなっている自分を忘れずに、真っ先に常にその自分と向き合うことです。条件や環境がどうであろうが、それ以前に、キリスト・イエスにあって、主がともにおられるがゆえに、私は神の神殿です。私は新しく造り変えられています。悩むしかない過去は十字架とともに死んだのだ。だから、二度と滅びることなどない、死と罪の原理から永遠に解放され、二度と罪に定められることがない解放されているものなのです。それだけではなくて、最近申し上げているように、召された途端に義と認められ、義と認められた途端に栄光を与えられました。すでに栄光に富んだ存在であり、しかもこれが永遠に切り離すことができない確たるものなのです。どれほど栄光に富んだのでしょうか。キリストの栄光が私たちに届いているのです。だから、エペソ2：6には、キリストともに、天のところに座らせてくださいました。自分はそういう存在なのです。地上に様々なことがあっても、キリストともに天のところに自分の思い、自分の神経はそちらの方に持っていく、これがサミットです。
ということで、苦難があれ、傷になるしかないものがあれ、どんなことがあろうが、圧倒的な勝利者になるしかないし、勝利だけではなく、すべてを働かせて益となる存在になりました。波風が吹いてきても、一瞬、うまくいかないように見える時があっても、たとえミスを犯して失敗し倒れることがあったとしても、いま弱さを抱えているままであっても、私はすでにイエス・キリストによって、主がともにおられるものです。そういったすべてが触ることができないサミットの方に私はいま呼ばれて、そこに留まっている者です。それを味わい、本当にそれを味わうとどういう結論になるかと言いますと、私は過去、現在、未来、条件、状況、環境など関係なく、私は幸せな者です。だれも奪うことのできない幸せな者です。だから、今日、死んでも大丈夫です。それだけではなくて、この世に未練などは一切ない、欲しいものも、生きる理由も見当たらないほど、私は幸せな者なのだねという結論にたどり着くようになるのがサミットです。だから、生きる理由が見当たりません。欲しいものもありません。それが主がともにおられる祝福なのです。何の未練もありません。いままで未練タラタラだったものが、ちりあくたに見えるわけです。天のところに座っている者だから。でも、知らないでいるわけです。何のために生きるのだろうかと問いかけたときに、自分からのものではなくて、初めて神からのビジョンが聞こえてくるわけです。生きる理由が、エルサレムから地の果てにまでイエスの証人となりなさい。地球上すべての人が、このいのちがわかっていないまま、勘違いの中で滅びています。暗やみの力に覆われています。政治も福祉も医学も希望にならない、キリストの他には希望にならないのです。一つの理由、一つのビジョン、福音宣教、世界福音化。なるほど、それで生かされているのだね。本当は、今日死んでも大丈夫なのに。勉強などしなくてもお金を稼がなくても死んでしまえばいいのに。死ぬか生きるかは神の御手にありますから。サミットの祝福を本当に味わうと、その結論にたどり着きます。
それで、神の理由が一つの理由になり、そのために私たちは決心します。分かりました。本当は死んで天国に行きたいのですが、この世の中に未練などありません。必ず結婚の経験が必要でしょうか。別に天国に行けば、結婚も何もありません。この地上でのシステムなので未練などありません。理由があるから結婚するだけであって、何も未練ありません。ただ福音宣教と世界福音化、この神のビジョンのために残りの人生を私は生きていきます。理由があるから、生き生き堂々と生きていきます。そこで問いかけるわけです。「神様、私はなにをしてこの世界福音化に用いられればいいでしょうか」と問いかければよいです。その前は、問いかけは全部、自分の夢を適当に当てはめるわけです。生きる理由が、神の理由がやっと見つかって、そこに問いかけるわけです。焦らなくてもいいです。たとえそのときにある人が、「おまえは時代を動かす大統領になって、この世界福音化に貢献するのだ」となれば、それにチャレンジすればいいのです。でも、そのような思いが与えられていないのに、皆が大統領、大統領になってはいけないでしょう。ある人には障害者をと、ひとりひとりいのちあるものには指名されるようになるはずなのです。無理せずに、焦らずに。それを世の中の評価を基準にして、でも、ペテロは十字架でさかさまに死ぬのですが、ヨハネはどうなるのでしょうかと比較したりするものではありません。ある人はサラリーマンの世界で、ある人は大統領にとなった時、「いや、私はサラリーマンではなくて大統領になりたい」と言うなら、それは自分が神でしょう。その前の段階に問題があるからです。何になっても構わないのです。世界福音化と福音宣教のために生きること自体が感謝で喜びなのです。そのために、私には神様がどのような計画を持って、何を望まれるのでしょうか。だから、メッセージを聞き続けて、聖書を読みながら、自分の人生を振り返って、ときには自分の才能などを少しチェックしながら、無理にはめ込もうとせずに、神様がそれぞれ必ず示されるものがあると思います。そうすると、そのときから楽なのです。比較するものもないし、my dreamだから。よその人と比較するものではありません。
例えば、離島に行って障害者を助ける人が、それが示されたから喜んで行っているのに、都会で良い食事をしながら働きをしているものを見て、いつもうらやましいと思うと、それは話になりません。その人は、まったくそう思いません。それが神からのdreamを示されるということなのです。自分だけのものです。世の中でもそう言っているでしょう。世界にひとつの花とか。ヨセフの人生を総括しながら、いままで皆さんが本当はだまされていたということに気づきそれを修正して、結論は、ヨセフのようにだまされずに成功ある道を歩むための一番鍵となるのは、サミットの祝福を毎日味わうことです。朝起きたら、いろいろなことがあり、いろいろなことが思い浮かぶでしょうけれども、まず宣教の祝福の中に皆さんを持っていくようにしましょう。結論がしっかり出るときまで、死んでも構いませんよと、それほど幸せな者ですよと、主がともにおられることがどれほど幸せなことなのか悟って体験していくことでなければ、そのあとはちぐはぐになってしまいます。

（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。地獄の運命を抱えて、罪の中で滅びていた私たちを憐れみ、イエス・キリストの血潮によって救い出して、いのちを与えられ、主が永遠にともにおられる神の子どもにしてくださいましたことを感謝いたします。いままで当たり前だったことに対して、メスを入れることができる、神のみことばが「なるほど」、「ならば」になるように、ひとりひとりを祝福してください。特に、ヨセフの人生を総括しながら、整理して、サミットの祝福の方にしっかりと皆が行くことができるように、聖霊様が導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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